
令和4年7月26日（火）開催
第3回 在宅あるある会 アンケート結果

参加者 38 名
回 答 25 件
回答率 65.8 %

問1 該当する所属機関を1つお選びください。
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問2 所属機関の地域を選択してください。 問3 該当する職種を１つだけお選びください。

医師
6

24%

歯科医師
1

4%

薬剤師
5

20%

看護職
8

32%

管理栄養士
1

4%

ケアマネジャー
3

12%

事務職
1

4%

第3回 第2回

第1回

医師
5

18% 歯科医師
1

3%

薬剤師
5

18%
看護職
11
39%

ソーシャルワーカー
1

4%

ケアマネジャー
4

14%

事務職, 1, 4%

医師
5

23%

薬剤師
1

4%
看護職
9

41%管理栄養士
1

4%

リハビリ職
1

4%

医療ソーシャルワーカー
2

9%

ケアマネジャー
1

5%

事務職, 1, 5% 行政職, 1, 5%

（R4.2月開催）

（R3.10月開催）



問4 この一年間で在宅医療に関わったことがありますか。
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問5 参加状況をお知らせください。
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問6 第1部（テーマ研修）の
時間はいかがでしたでしょうか。

問9 第2部（在宅あるある懇談会）の
時間はいかがでしたでしょうか。
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問7・8 第1部テーマ研修は参考になりましたか。また、その理由について教えてください。
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・医師向けでちょっと難しい
・他地区の取り組みを学ぶことができたこ
と、医師の考えを知ることができました

・訪問診療の現状について知ることができ
たため

・医師で在宅診療に志す先生の具体的な話で
あったので、苫小牧市での取り組みに参考にな
ると思います

・医師側から取り組み内容を聞けた
・現場がみえる分かりやすい内容だった
・細かなところまで聞けてすごく参考になりました
・在宅にかかわる人みんな手探りで行っていてそ
んなに敷居の高いものではないと感じました

・在宅医療を施行していますが、他の先生の取
り組みを聞いて、緩和ケアや看取りについて今
まで以上にご本人やご家族との関係性を作っ
ていくこと重要性を再確認しました

・算定コストなどよくまとまっていた。資料が欲しい
くらい。

・歯科医師ですが、この研修に参加できればし
てみたいと思いました

・参加できなかったため



問10・11 第２部在宅あるある懇談会は参考になりましたか。
また、その理由について教えてください。
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なった
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ならなかった

1
5%

・同行医の意見が聞けて良かった
・同行訪問での気づきはやってみないとわからな
い経験だと思います

・苫小牧で同行研修を受け入れてもらえるので
あればしてみたいと思いました

・関わる人の視点でいろいろな発見があ
ることがわかりました

・具体的だったので
・在宅医療の実際が事例で知ることが出
来たから

・時間が足りないくらいで、ちょうど良かっ
た

・色々な意見が良かった
・同行された時の様子を聞くことができた
・同行される側、した側の感想などを聞
けた

・訪問看護を施行していて、患者さんだ
けではなく絶えず周囲のことにも気を
配っていくことも大切であると再確認しま
した

・話の内容がよく聞き取れなかったため

問12 医師の方にお伺いします。
今回の在宅あるある会に参加し、在宅医療に対してどう思われましたか。
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問13 医師以外の方にお伺いします。
今回の在宅あるある会に参加し、在宅医療に対してどう思われましたか。
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問14 すべての方にお伺いします。今回の在宅あるある会に参加し、
在宅医療同行訪問研修に参加したいと思いますか。



問15 興味のある診療場面をお選びください。（複数回答）
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問16 今後、開催してほしいテーマ研修はありますか。（複数回答）
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問17 今後、在宅あるある懇談会で取り上げてほしい内容があればご記入ください。
• ITCを利用したコンサルテーション
• バイタルリンク、IDリンクなど共有について
• 在宅医療・介護と医療機関の連携について
• 精神症状への対応
• 今までのように多職種がどのように考えているかを話せる機会があることは相互理

解が深まり、とても有意義だと思います。今後も継続をお願いしたいです。

問18 そのほか、在宅あるある会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。
• 良かった
• 医療アドバイザーの方のコメントからも学んでいますありがとうございます
• マイクトラブルの無いよう音が割れて聞き取り難い場面もありました
• 最後時間の押した中でのグラフィックで繰り返しは必要なのかと思います


